
9/9（木）22-23時
ルーム名：🌍「古民家大学」共和国🌍#7
～重伝建保存地区から考える残したい町並み継承と生き方

このルームでは、広く築50年超以上の日本の伝統的家屋である古民家が、孤立した形や
精々2.3軒連続しての「点や線」ではなく、奇跡的に「面」の規模として残っている文
化庁認定の「重要伝統的建造物群保存地区（以後「重伝建保存地区」と呼称）」が、全
国43道府県101市町村123地区（令和2年12月現在）があるのに鑑み、そこを立ち位置に、
多様な「古民家」のリアルな最新情報の共有と意見交換・対話を程度の差こそあるもの
の関心ある皆様と、楽しく一緒に創って学んで価値形成していく古代ギリシャのアゴラ
（開かれた公共広場）のような存在を目指したいと考えます。

12世紀、欧州のルネサンス期以降に生まれたパリ大学等の大学の起源はこの古代ギリ
シャのアゴラにあり、古民家再生に関する「理論（＝研究）と実践」を進めようと、
ルーム名を「古民家大学」共和国といたしました。

今回は、東京・北品川でソーシャルな古民家事業を進めている山中資久
（やました・たすく）さんをゲストに迎えます。

尚、ルームは当面、古民家で最も大事な構成要素である「木」に因み、毎週木曜日
（午後10時～11時）に設定いたします。
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【第７回のゲスト】



【SHINAGAWA1930の概要】

北品川は、江戸時代、江戸に一番近い東海道の宿場「品川宿」として栄えていました。品川宿は、
江戸の玄関口。品川浦と呼ばれる海や、御殿山などの行楽地もあり、日本全国から人・物・情報が
往き交う繁華街でした。

SHINAGAWA1930が位置する場所は、江戸時代は海（品川浦）でした。収穫した魚などを江戸城
に献上する義務のある御菜肴八ヶ浦(おさいさかなはちがうら)の一つの漁場であり、海苔の産地と
しても栄えていました。当時は、海路による物流も盛んだったそうです。

株式会社Rバンクが5棟の木造建築群に出会ったのは、2018年のことでした。オーナーが事業性を
検討していた時で、建物が取り壊される可能性が高いと聞きました。

昭和5年から、東京の空襲にも、何度も襲ってきた地震にも負けず、平成、令和とその形のまま佇
んでいる古民家群。かつては、しながわ 100景にも選ばれたことのある建物です。私たちは、
「なんとかして、この貴重な建物を残し、よりよいかたちで活かしていきたい。」と思いました。

しかし、リノベーション計画も進み、工事に着手するというところで、新たに新型コロナウィルス
という、世界全体の課題に直面しました。事業計画の見直しを余儀なくされましたが、それでも、
私たちは諦めず、当初の予定からは遅れたものの、2021年に先行して2棟のオープンを迎えまし
た。

オープンに至るまで、延べ100人以上の方がDIYに参加し、協働により空間が創り上げられました。
その過程でも、たくさんの出会いがあり、シナジーが生まれました。これからも、ほっと一息つき
にきたり、新たな人と出会ったり、この場所を使って夢を実現したり、そういう関わり方をされる

方々の「つながりを生み、シナジーを起こす場」となることを目指して運営してまいります。
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【SHINAGAWA1930の現状】
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